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30年 の遍歴

伊 東 一 信

意 匠 学 会 が今 年30周 年 を迎 え るこ とは,ま こ と に喜 ば しい こ とで あ る。 創 立

'当 初 か ら学会 に所 属 して きた者 の一 人 と して
,こ の30年 間 に 於 け る 自 らの デザ

イ ン制作 の面 につ いて の 遍 歴 の跡 を た ど って み た い 。

私 は今 まで に,色 々 な分 野 の デザ イ ン を作 成 して きた が,終 始 興 味 を持 ち続

けて きた の は壁 面 のデ ザ イ ンで あ る。 したが って この小 文 に於 て は,こ の 分 野

の デ ザ イ ン制 作 につ い て,ふ りか え って み た い と思 う。

画 面 分 割 か ら の 出 発

最 初 に壁 面 構 成 の作 品 を作 り始 め たの は,1956年 頃で あ る。 べ 一 シ ックデ ザ

イ ンの 方 法 の 一 つ と して,厂 分 割 に よ る構 成 」 が あ るが,壁 面 の デザ イ ン を作

成 す る に当 っ て,先 づ こ の方 法 に よっ て壁 面 を構 成 して み よ う と思 っ た。(図

1)

壁 面 を直 線 も し くは 曲線 で分 割 して,色 々 な色 彩 で塗 り分 け るだ け で は 面 白

味が ない の で,部 分 的 に厚 み に変 化 をつ け て レ リー フ状 と した。 材 質 は当 時建

築 用 材 と して 製 造 さ れ て い た,ホ モ ゲ ンホ ル ッ とい う板 材 を使 い,塗 料 は カ

シ ュ ー を用 い た 。

こ の作 品 は横1m,縦50cm程 度 の 大 き さの もの で,こ れ は直接 壁 面 に取 付 け

るた め の もの で は な く,実 際 に は こ れ を10倍 に拡 大 して,施 工 す る ため の 雛 型

の つ も りで制 作 した。
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図1壁 面デザインU

この 他 に も画 面 を分 割 して,布 切 れ を貼 りつ け る コ ラー ジ ュの手 法 に よ る も

の 等,約2年 の 問 に20点 程 の作 品 を制 作 したで あ ろ うか 。

私 は壁面 の デザ イ ン は単 な る壁 面 装 飾 で は ない と思 って い る 。訴 え る 力 と魅

力 に よ って 建築 に生 彩 を与 え,一 つ の雰 闘 気 をか も し出 す もの で な け れ ば な ら

ない だ ろ う。 したが って 壁 面 の デ ザ イ ンを担 当 す る もの は,母 体 とな る 建築 の

デ ザ イ ン を良 く理 解 し,融 合 をは か る必 要 が あ る と思 う。

オ ー トマ テ ィ ズ ム へ の 傾 倒

私 は1961年 頃 に な って,突 如 と して オ ー トマ テ ィズ ム に惹 か れ,マ ー ブ リ ン

グ の仕 事 を 始 め た。 仕 事 の 内容 と して は,そ れ まで の もの とは180度 の転 換 で

あ る。

マ ー ブ リ ン グの技 法 は,日 本 で は昔 か ら墨 流 しと して 知 られ て い た もの で あ

る。 墨 流 しは墨 汁 を水 面 に流 す の で あ るが,私 は こ れ を油 性 の カ シ ュ ー塗 料 で

試 み た。 カ シ1は 色 彩 が 豊 富 なの で,色 彩 感 覚 豊 か な画 面 を得 る こ とが で き

た。(図2)

私 は この仕 事 も,壁 面 デ ザ イ ンの一 環 と して 制 作 した もの で あ り,こ の作 品
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図2壁 面デザイン64-1

自体 は水 槽 の都 合 で,横50cm,縦35cm程 度 の大 きさの もの を作 るの が 精 一 杯 で

あ った が,こ れ を 壁面 デ ザ イ ン と して使 用す る場 合 に は,写 真 に よ って 引伸 し,

樹 脂 加工 に よ って耐 久 性 を与 え る こ とに よ り,施 工 す るこ とが で きる と考 え た。

この 種 の作L]nnは,1961年 か ら1966年 まで の 間 に,展 覧 会 に 出 品 した もの だ けで

も50点 を越 え て い る。

曲 線 的 な 形 態 へ の 魅 力

1967年 に な って,私 は曲 線 的 な抽 象形 態 に強 い 魅 力 を感 じは じめ た 。夏 の 間

に制作 を進 め,10月 に最 初 の個 展 を 開 い て,曲 線 的 形 態 の み9点 を展 示 した。

(図3)

当 時,私 は 曲線 的形 態 の もつ や わ らか さに限 りない 魅 力 を感 じて い た。 曲線

的 な形 態 を生 み 出 す喜 びは,何 物 に もか えが たい もの が あ った 。 そ して 曲線 的
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図3壁 面デザイン67-7

な形 態 の場 合 に は,自 らの 訴 え よ う とす る気 持 を,端 的 に表現 で きる よ うな 気

が す る。

図3の 作 品 も材 料 はホ モ ゲ ンホ ルツ板 を使 用 し,カ シ ュ ー塗 料 に よ り着色 し

た もの で あ る。 大 き さ は横180cm,縦60cmで あ る が,こ れ も10倍 位 の 大 き さの

タイ ル張 りの壁 面 を想 定 して い る。 この 後2年 間 は 曲線 的 形 態 の と りこ とな り,

1968年 に は第2回 個 展,翌 年 に は第3回 個 展 を 開 して,合 計25点 の 作 品 を展 示

した。

直 線 的 な 形 態 へ の 転 換

1970年,私 は又,転 機 を迎 え た。 そ れ まで 曲線 的形 態 に 強 く惹 か れ て いた 私

は,こ の 年 にな って,直 線 的 な形 態 に魅 力 を感 じは じめ た ので あ る。 そ して そ

の年,直 線 的 な形 態 のみ に よ る13点 の 作 品 を も って 第4回 個 展 を開 催 し,翌 年

に は第5回 個 展 に15点 の作 品 を展 示 した 。(図4)

曲線 的 な形 態 の もつ 有 機 的 な感 触 に対 し,直 線 的 な形 態 に は,無 機 的 な冷 徹

さが あ る よ う に思 わ れ る。 そ して 又,直 載 とい う言葉 がふ さわ しい感 覚 が あ る

よ うに も思 われ るの で あ る。

直 線 的 な形 態 の作 品 を制 作 す る よ う にな って か らは,材 料 もア ク リル板 を使

う よ うに な り,構 造 的 に は半 立 体 の造 形 とな った 。 ア ク リル の持 つ 透 明感 は,

直 線 的形 態 にふ さわ し く,又,近 代 感 覚 を もつ もの で あ る と思 う。 直 線 的 な形
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図4壁 面デザイン510・511

態 に対 す る魅 力 は,そ の後 もお とろ える こ とな く,以 後5年 程 の 間 に20数 点 の

作 品 を制作 した。

曲 線 的 形 態 へ の 回 帰

1975年 頃 に な っ て,私 は再 び 曲線 的 な形 態 に惹 か れ は じめ て,数 々 の作 品 を

制 作 した 。1979年 に な って,京 都 教 育 大学 に講 堂 が 建 設 され る こ とに な り,そ

の 正 面 入 口奥 の横 巾25m,高 さ2.9mの 壁 面 の デ ザ イ ン を依 頼 され た 。 こ の デ

ザ イ ンは1980年,意 匠 学 会 第22回 大 会 のパ ネ ル発 表 に展 示 した 「京 都 教 育 大 学

講 堂 壁面 レ リー フデ ザ イ ン」 で あ る。(図5)

私 はこ れ まで に,こ の よ うな大 きな壁 面 の デザ イ ン を作 成 した こ とは な く,

又,壁 面 が非 常 に横 長 で あ るた め,構 図 の点 で 非 常 に苦 心 した 。 こ の デザ イ ン

は壁 面 の左 下 方 よ り発 生 し,中 央 部 分 を 水平 に通 り抜 けて,右 上方 へ 吹 き上 げ

る 「上昇 気 流 」 を表 現 した もの で あ る。上 昇 気 流 とはす なわ ち京 都教 育 大 学 の

上 昇 発展 を祈 念す る もので あ り,こ の大 学 に学 ぶ若 人達 の 限 りな き躍 進 を願 う

とい う意 味 を こめ た もので あ る。
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図5京 都教育大学講堂壁面デザイン

この デザ イ ンは実 際 に施 工 され て,翌1980年 に完 成 した 。 施 工 に 当 って,こ

の 位 の 大 きな壁 面 に な る と,レ リー フ の厚 み の コ ンク リー トの 重量 が 相 当 な も

の と な り,初 期 の計 画 で は厚 さ12cmの 凸 出面 を設 け る予 定 で あ った が,こ れ を

10cm以 下 に お さえ な け れ ば な ら ない 結 果 とな っ た。 こ れ は この よ うな 大 壁 面 の

デザ イ ン を担 当 す る際 の 良 い経 験 にな った 。

そ して,こ の よ うに大 きな壁 面 の デ ザ イ ン を担 当 す る こ とが で きた こ と は,

こ れ まで 長 ら く続 け て きた壁 面 デザ イ ン に対 す る研 究 の集 大成 で あ り,私 自 身

に とっ て は記 念 的 な 作 品 で あ る。

直 線 ・曲 線 併 用 形 態 へ の 発 展

1982年 頃 か ら,直 線 と申 線 を併 用 した形 態 に興 味 を も ち は じめ,種 々 の作 品

を制作 した。 こ の種 の 作 品 の 代表 的 な もの と して は,1987年,意 匠 学 会 第29回

大 会 の パ ネ ル 発 表 に展 示 した 「壁 面 レ リー フ デ ザ イ ン 〈上 昇 〉」 が あ る。(図

6)
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図6壁 面レリーフデザイン 〈上昇〉

こ のデ ザ イ ンは公 共 建 築 の 一 壁 面(4.5m×4.5m・2面)を 想 定 し,そ の 壁

面 レ リー フデ ザ イ ンを試 作 した もの で あ る。 テ ーマ は 「上昇 」 で,上 昇 発展 を

意 味 して い る 。 こ の作 品 は縮 尺%の 模 型 で あ るが,実 際 の施 工 に当 って は,全

面 にボ ー ダー タイ ル を貼 る予 定 で あ る。

30年 間 の 回 顧

1956年 頃 か ら始 め た私 の 壁 面 デザ イ ンにつ い て の研 究 は,30年 を少 し越 え た

こ と にな るが,今 も 尚,そ の 仕事 を続 けて い る 。

私 はモ ダニ ズ ムの 中 で 育 った。 私 が30年 の 間 に制 作 して きた デ ザ イ ンは終 始

モ ダニ ズ ム の作 品 で あ る。

近 年,ポ ス トモ ダニ ズム の風 潮 が あ るが 私 は こ れ に転 向 しよ う とい う気 持

はな い 。 モ ダニ ズ ム を も っ と徹 底 的 に追 求 して み た いか らで あ る 。
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